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エンサイクロペディア - Michael Kühnen 
  

35 - PEACE 
  

   と同様に、平和も支配的なマイナス世界が最も誤用する言葉の一つ

である。 

   ᴪҺ は、生物学的思考の世界観であり、したがって、生命とは

で自然に反する教義（教条主義を参照）に基づくものではなく、生命

の自然法則、その中で最も重要なものは、遺伝と分化のほかに、何よりも

ȁすなわち生存のための闘争である。  

   したがって、民族社会主義者は、自己決定権にしたがって、その自由の

ために、その種の保存と発展のために、内外でたたかうのである。この闘

Ԉは、民族生活の基本法であり、すべてがこれに従属する。闘争が成功し

た場合にのみ、平和は意義深く、望ましいものとなる。国家社会主義は、

の死と引き換えの平和を拒否する。 

   の平和は、民族が国家として自由、主権、自給自足、十分な生活空間

を求め、自決権を主張して戦ってきたところに初めて実現する。  

   その際、国家社会主義者は、他の民族や人種の重要な権利を、それが自

№の民族の権利を脅かさない限りにおいて尊重し、大規模な秩序（ライヒ

も参照）の枠内で生活の利益を均衡させようと努力する。  

   したがって、国家社会主義ドイツ労働者党は、党綱領の第2 で、他国

を侵害することなくドイツの重要な権利を尊重する公正な平和秩序の構

を呼びかけているのである。  
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   このような平和秩序は、第四帝国とアーリア人の国家共同体（アーリア

ֲ ̃を建設することによって、新戦線の共同体によって目指されるも

のである。 

には、このような帝国建設は、国家間戦争ではもはや不可能であף

り、国家社会主義は、それに向けられたあらゆるグリューエル・プロパガ

ンダに反して、マイナスの選択として拒否するが、アーリア民族の革命に

よってのみ達成することができる。このような革命だけが、搾取と帝国主

に基礎を置く支配的なマイナス世界の構造を克服し、自由な国家による

Ὲ な平和秩序を可能にするのである。したがって、適用する。 
  

ᴪҺ は平和だ! 

  

36 - ╠  
  

   は、統一指導部と拘束力のある一般路線に自らを従わせる国家社

ᴪҺ の共同体である。ANS/NAが禁止されて以来、彼らはもはや独自

の組織を形成せず、戦線組織や大衆組織に参加し、その助けを借りて政治

Ԉをリードしている。  

   フロント組織とは、ある個人の政治的目標を推進・実行するため、ある

いは特定の集団や階層に浸透・団結させるための国家社会主義者の団体で

ある。したがって、戦線組織は、常に国家社会主義者の組織であり、国家

ᴪҺ の新しい支持者を募集する役割を果たす。その際、常に特定の目

および／または特定の社会集団に力を集中する。しかし、常に戦略に関

して、したがって、新戦線の一般路線に従ってである。  

   このように、前線組織は、いわば、日常的な闘いの戦術的必要性（「戦

Ȋを参照）と権力奪取の長期的戦略との間のリンクを形成しているので

ある。 

   は幹部組織である。すなわち、国家社会主義者の幹部によって

ᵬられ、まとめられ、無制限にコントロールされているのである。 

   もともとドイツの新世代国家社会主義は、宣伝的な地下闘争のための

NSDAP/AOと、運動の法的部門としてのANSという二つのフロント組織を

していた。ANSが「国家活動家」と合併してANS/NAとなった後、急

な成長によって、高齢者を勧誘するための「ドイツ政治友の会」、工場
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ꞌἛのための「ANS Ȋȁ い国家社会主義女性運動のための

ȉANS Ȋなど、他のフロント組織が出現し、必要とされたのであ

る。  

   らは皆、SNE 、の犠牲となった。しかし、この禁止令の後でもפ

にその後でも、フロント組織の活動は政治闘争に不可欠である。 

   と戦術の橋渡し役として、戦線組織は、国家社会主義運動の精神と

スタイルを維持し、ブルジョア化、「民族民主化」、適応、支配体制によ

る腐敗を防止するのです。 
 

37 - LEADER 
  

   ᴪҺ ᾴは、すべてのレベルにおいて、総統原理に従って組織さ

れている。したがって、党の頂点には、ほとんど無制限の権限と責任を与

えられた党の指導者がおり、彼は権力を掌握した後、国家社会主義人民国

̂ を参照）の政府の長ともなるのである。  

   しかし、党首は、他のすべての党員と同様に、新秩序のための闘争にお

ける党の道具であり、党の路線（一般路線を参照）に従属するものであ

り、今もそうである。 

   ᾴは党首のためにあるのではなく、党首は党に仕えるのです。 

   だからこそ、新世代の国家社会主義は、人格崇拝を厳しく否定し、民族

の生きる意志が集合的に体現される党の優位性を説くのである（「意志」

の項も参照）。  

   これに対して、国家社会主義者は、国家社会主義の生みの親であるアド

ルフ・ヒトラーを、国家社会主義ドイツ労働者党の党首以上のLEADERと

して、その中にアーリア人という民族全体、ドイツ、国家社会主義、党が

しく体現されていると崇めているのです。 

   だけが、アドルフ・ヒトラーを崇拝し、彼だけを指導者として理解す

る国家社会主義者なのだ! 

   この態度は、政治家アドルフ・ヒトラーの過ちと最終的な権力・政治的

を無視するものではなく、彼を猿真似することを望むものでもない。

しかし、総統の中に、ユニークで並外れた人格、最後の偉大なアーリア人

ȁドイツの民族的英雄、その下でドイツの歴史はクライマックスと

を見た、独創的な意志の人、時代の転換点の先見者、その人で新しい
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 。と新しい時代が始まったと認めているのであるף

   フーラーのアドルフ・ヒトラーは、アーリア民族の救済者である（ハイ

ルも参照）。  

   したがって、ヒトラー以後は、誰も「総統」の称号を自称し、彼と比較

することはできないし、できない。アドルフ・ヒトラーのように、自分の

Ṏֲをドイツ、思想、党と同一視して、その天才ゆえに総統に当然与えら

れるべきものを自分のものとすることはできないし、できないのである。  

   これからも国家社会主義党の指導者や指導者同志はあらゆるレベルに存

するだろうが、指導者はただѿֲである。アドルフ・ヒトラーだ！  
  
  

38ȉリーダー主義 
  

   は、新秩序のための闘争において、国家社会主義党の組織原理

である。党が権力を掌握した後、それはまた、新興の国家社会主義人民国

のあらゆるレベルの組織的原則となる。  

   の原則は、党綱領に示された目標と党の一般路線に従属する。すな

わち、それは目的に対する手段であって、それ自体が目的ではない。それ

は、個々の指導者の野心、虚栄心、利己主義に奉仕するものではなく、党

の闘争の効果にのみ奉仕するものであり、したがって、人格崇拝とは峻別

されなければならず、それは拒否されなければならない。  

   は、「権威」と「責任」の二本柱に基づいている。したがっ

て、指導的同志であり政治的指導者である者に、部下に対するほとんど無

└ の権限を与えるが、同様に、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領に

められているように、自らの生命の献身と犠牲に至るまで、ほとんど無

の個人責任を課している。これは、党のすべてのレベルにおいて、また

には国家のすべてのレベルにおいて適用される。権威と責任は、その限

を、国家社会主義の理念と国家社会主義党の党綱領の中にのみ見出す。

したがって、それらは、決して個人的な性質のものではなく、党の使命と

Ԉから導き出されるものである。 

   ᾴだけが権威を与え、それだけに指導者同志の責任がある。これには、

ᾴから権威を与えられ、党に責任を負う党首も含まれる。 

   ᾴがリーダーの道具であるのではなく、リーダーが党の道具なのです 
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   ᾴ にとって、党は、上司が党に忠実である限り、その上司の中に具

される。党首にとって、党は何よりも国家社会主義元老院の中に具現

される。 

   のはじめに、指導的同志は具体的な日々の戦いに身を置くこと

になる。指導的任務に就いたと感じ、同志の信頼を得、戦場に導き、総路

に従属する者は、指導的同志となり、その力と能力の許す限り、指導す

べきである。その後、目標とするエリート訓練に移行し、同志に指導力を

つけさせ、指導者が不足しているところに配備する（「エリート」「エ

リート訓練」の項も参照）。 

   ⱬの掌握後、総統原理は、民族共同体の生活のすべてのレベルにおい

て有効である。しかし、国家社会主義者の指導は、常に次の10の指導原則

に基づいている。 

  

1. ᾴとその総本山に対する懲罰。 

2. フォロワーの信頼を得ること。- フォロワーの信頼を 獲得し、

それを維持するものだけが リーダーである。 

3. Ṏֲ なフォロワーがいないこと。 - ᾴのためではなく、個人の

ために信者を集める者は、国家社会主義者ではない。 

4. ᴋ - ᾴから与えられた使命を全うするために最善を尽くし、より

いものが見つかれば自主的に道を譲る。 

5. ᴂ  

6. コミットメントと犠牲 

7. ジャスティス 

8. と自己実現- ֲ となるために、すべての長所と短所を持

つ自分を知り、自分のすべての能力と可能性を十分に活用し、発展

させて、党に最適な形で奉仕すること。 

9. Ἕⱬ- Ἕⱬと共感力なくして、リーダーシップは生まれない。 

10. ⱬ̂ を参照）。 
  

   は、リーダーシップを可能にし、それを歴史に刻むものです。

になるということは、特権を持ち、権力を享受するということでは

なく、より多くの犠牲を払い、より多く働き、より多く戦い、人一倍よく

 えるということなのですו
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   NSDAPが再興される以前から、総統原理はすでにノイエン・フロント・

ゲゼルシャフトの中で適用されていたのである。 
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の下で楽しむ 
  

ᴪҺ の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウク

の小冊子「Fun Under the SwastikaȊからの抜粋を紹介します。 
  
  

  
22. 

  

   きつけの喫茶店に入ると、知人が興奮気味に私をテーブルに呼び寄せ

た。彼は、私に見せたいものがあると言った。彼はポケットに手を入れ、

近くに座っている人に見えないように慎重にそれを取り出した。 

   が明らかにしたものが、NSDAP/AOのNiggers Bewareのステッカーであ

ることが判明したとき、私は驚きました。明らかに、私が定期的に「種ま

き」をしている隣の書店で手に入れたものだ。(どちらも震災で吹き飛ば

された。本屋は仮設テントで再開した。ステッカーが手に入ったら、種明

かしをしよう) 

の人にも見せると言っていたので、それは素晴らしいアイデアですねז   

と言いました。 
  

  
23. 

  

   ハインリッヒは、西ドイツ軍（「連邦軍」）の文官として働いていた。

彼は "地元のナチス "としてよく知られていた。 

   ある日、150ֲほどの新入社員のグループが訓練のためにやってきた。

数日後、基地の建物の壁に、17インチ×22インチの赤白黒の大きな

NSDAP・AOのポスターが貼られました。 

   この "犯罪 "を調査するために、ハンブルクから3ֲ の軍情報部員

（M.A.D.̃がはるばるやってきた。当然、彼らはハインリッヒを尋問し

た。 

   ȉいや、僕はやっていない。誰がやったかも知らない」と正直に答え

た。 

   ѿ ȁ はポスターが発見されたのと同じ場所にNSDAP/AOのス
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テッカーを貼った。 

   ハインリッヒと見知らぬ同志が出会うことはなかった。しかし、その

後、各自が一人ではないことを知った。 
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